
たちばな学級 研究授業 

 

９／２０（水）に今年度４回目の研究授業が行われました。たちばな学級のマット運動「マット名

人になろう」の学習でした。 

初めはリズミカルな音楽に乗って、担任の真似をしながら感覚運動遊びを行いました。遊び感覚

で楽しく行う中でも、ブリッジや背支持倒立、ゆりかごなど、マット運動の基礎・基本の力につなが

る活動になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は「グループタイム」です。「きれいな前転技をめざそう」をめあてに、課題別に３つのグルー

プに分かれて学習しました。動物歩きを取り入れた楽しい活動の中にも手足で自分の体を支持する

運動を行い、前転に親しむグループ。まっすぐ回ること、着手、着地姿勢を美しくすることをめあて

に活動するグループ。発展技の開脚前転にも取り組むグループ。どのグループも、「トン・クルッ・

ピタ！」の合言葉を意識しながら、楽しく練習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最後は、「チャレンジタイム」です。３つのグループに分かれていた子供たちがここでまた一堂に

会し、同じ場でサーキットのように回りながら、今まで習った技を試していきます。中には、上級生

の行う難しい技にあこがれ、開脚前転・開脚後転・側方倒立回転等に取り組む子供たちもいました。

自然発生的に子供たち同士で見合う活動が行われ、また自分のペースでやってみたい活動に取り組

む姿がありました。授業後の子供たちの表情は、充実感に満ちていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究授業の後は、授業改善に向けて研究協議会を行い、教員同士で学びを深めました。今回は日野

市教育委員会指導主事の加藤信秀先生を講師にお招きし、指導・講評をいただきました。 

今後も「すすんで・みんなで・楽しんで」子供が活躍する体育の授業づくりを進めていきたいと思

います。 

 


